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原子炉周辺設備
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原子炉本体解体撤去期間
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重水系・ヘリウム系等の汚染の除去期間

建屋解体

原子炉領域 等解体撤去

換気系 等解体撤去

原子炉冷却系統施設、計測制御系統施設 等解体撤去

核燃料物質取扱施設 等解体撤去

重水系・ヘリウム系解体撤去

運転終了(2003/3/29)
廃止措置計画認可(2008/2/12)

変更届(2012/3/22：使用済燃料の搬出期間変更)

廃止措置
準備期間

使用済燃料搬出

管理区域解除

重水系・ヘリウム系等の汚染の除去

変更認可申請（2020/5/22 ：新検査制度移行に伴う性能維持施設

追加等の変更）

▼現在

「ふげん」の廃止措置スケジュール
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変更届(2015/4/27 ：組織名称等の変更)

変更認可(2018/5/10 ：使用済燃料の譲渡しや保管区域設定等の変更)

変更認可(2019/7/22：設備維持管理等の変更)

変更届(2018/4/2 ：組織名称等の変更)



「ふげん」の廃止措置の全体概要及び実施状況
●「ふげん」は、2003年3月に約25年間の運転を終了。
●2008年2月に廃止措置計画の認可を受け、2033年度終了の予定で廃止措置を進めています。

原子炉冷却系
重水・ヘリウム系

■原子炉冷却系統の除染等
⚫2003年度 原子炉冷却系統の化学除染
⚫2003～2014年度 重水(減速材)の回収と施設外搬出(約270トン)
⚫2008～2017年度 重水系・ヘリウム系統のトリチウム除去

■使用済燃料
⚫燃料貯蔵プールにおいて、466体を保管中
⚫2018年10月に仏国のオラノ・サイクル社と締結した契約に基づき、輸送容器の製
造に向けた準備等を実施中(2/28輸送容器の設計承認申請→6/25公開審査予定）

■原子炉周辺設備の解体撤去
⚫2017～2018年度
主蒸気隔離弁及び隔離冷却系配管、空気再循環系等を解体撤去

●2019～2020年度
原子炉周辺設備のうち、Aループ側の一次冷却設備等を対象とした
解体撤去を継続(2/25～）
Bループ側の設備等については、2020年度末に解体撤去着手予定

■タービン設備の解体撤去
⚫2008～2017年度
復水器や給水加熱器、湿分分離器等を解体撤去

●2019～2020年度
原子炉給水ポンプ等(遮へい壁貫通工事含む)の解体撤去
（原子炉給水ポンプ及び配管等の解体撤去に向けて準備中）

■廃止措置計画等の変更
●検査制度の見直しに伴う、炉規法等改正に基づき、設置許可変更
届出（4/22）、保安規定変更認可申請（5/11）及び廃止措置
計画変更認可申請（5/22）を実施

■原子炉本体からの試料採取技術の実証
●原子炉下部からの試料採取(6試料)を完了
●原子炉側部からの試料採取に向けた準備を実施中
■解体撤去物のクリアランス測定開始(2018年12月10日)
●2018年度測定分の約49トンの確認証受領 (2019年11月12日)
●2019年度測定分の約111トンと今年度測定分を合わせて、上半期
中に確認申請予定
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使用済燃料貯蔵プールの除熱停止を踏まえた水温推移
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2019年度の使用済燃料貯蔵プールの水温の推移を下図に示す。

（使用済燃料貯蔵プールの除熱停止に係る廃止措置計画認可：2019年7月22日）
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2019年度 使用済燃料貯蔵プール水温（℃)

2019年度 敦賀市平均気温（℃)

(参考)2018年度 使用済燃料貯蔵プール水温（℃)

・2019.4.1～2020.3.31のデータを記載

・2019.9.25以降は、使用済燃料貯蔵プールの冷却を停止

・参考情報として、2018年度のデータを併記

（2018年度は、年間を通して使用済燃料貯蔵プールの冷却運転を継続）

2019.9.25

プール水冷却停止

原子炉設置許可申請書で定める余熱除去系の機能維持が必要となる水温（52℃）

原子炉設置許可申請書で定める水温の上限値（66℃）

2019.5.21～7.12 RCWSポンプ停止

(RCWS配管腐食による漏えいのため）



原子炉給水ポンプ室解体撤去工事（工事期間：2019年12月～2020年3月）
• 固体廃棄物容器の内部点検を行う作業場所を確保するため、タービン建屋地下２階の原子炉給水ポンプ室空気調和器及び原子炉
給水ポンプ室の遮へい壁等を解体

• 空気調和器の解体撤去及び遮へい壁の貫通工事を3月13日に完工

タービン建屋

EL.+7.2m

原子炉補助建屋 EL.+7.2m

EL.+6.2m

原
子
炉
建
屋

タービン建屋

：工事場所

：遮へい壁

：空気調和器

タービン建屋地下2階

タービン建屋内の機器等の解体撤去工事

空気調和器解体撤去前

壁厚：約1.5m

遮へい壁貫通後 完工

空気調和器 解体撤去後

遮へい壁

【2019年度の主な実績(解体)】 4



液体炭酸ガス貯槽等の解体工事
（工事期間：2019年10月～2020年1月）
• 屋外に設置している液体炭酸ガス貯槽等を解体
• 2020年1月24日に解体を完了

屋外

液体炭酸ガス貯槽 制御室

解体撤去前

解体撤去後

液体炭酸ガス貯槽等の解体状況
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屋外の機器等の解体工事
【2019年度の主な実績(解体)】



年度 2018年度 2019～2020年度 2020～2021年度 2022～2023年度

解
体
範
囲
概
略
図

R/B地下階：機器･配管 Aループ側
大型機器を除く機器･配管

Bループ側
大型機器を除く機器・配管

大型機器

物
量 約130 ton 約400 ton 約900 ton 約700 ton

［原子炉建屋］

再循環ポンプ

蒸気ドラム

［原子炉建屋］

Ａループ側 Ｂループ側
［地下１階］

Ｂ調温ユニット

シールリーク
検出装置

隔離冷却系

［タービン建屋］

破損燃料検出装置
（Ａループ）

冷却材再循環系
（Ａループ）
：下部ヘッダ、弁、配管

非常用冷却設備

冷却材再循環系
（Ａループ）
：マニホールド、配管

貫通口

炭酸ガス系

シールリーク検出装置

：解体対象 ：解体対象

制御棒駆動装置

Ａ,Ｃ調温ユニット

Ａ非常用フィルタユニット

破損燃料検出装置
（Ｂループ）

重水ヘリウム系：配管

冷却材再循環系（Ｂループ）
：下部ヘッダ、弁、配管

非常用冷却設備

冷却材再循環系（Ｂループ）
：マニホールド、配管

［原子炉建屋］

原子炉建屋内の機器等の解体撤去工事
6



原子炉建屋内の機器等の解体撤去工事(1/3)
7

［タービン建屋］

原子炉周辺設備の解体撤去作業
①原子炉周辺設備のうち、Aループ側(大型機器を除く機器･配管 約400ﾄﾝ)の解体撤去を行う。
工事期間：2020年２月～2021年3月

開口寸法：縦約４ｍ、横約３ｍ、奥行約４ｍ

②R/Bで発生する解体撤去物をT/Bへ搬出するためのルート整備のため建
屋を開口する。
工事期間：2019年10月～2020年8月

4

【2020年度の廃止措置作業状況】



原子炉建屋内の機器等の解体撤去工事(2/3)

解体前ダクト(保温材撤去後)

解体前ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ(保温材撤去後) ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ上半分まで解体した状況

ダクト解体状況(容器収納前)

Aループ側の大型機器を除く機器・配管等の解体撤去
• 現在は、ガウジング切断等の熱的切断工法にてマニホールドや格納容器空気再循環系のダクト等を解体撤去中

8【2020年度の廃止措置作業状況】



原子炉建屋内の機器等の解体撤去工事(3/3)
R/B-T/B貫通口工事
• 建屋コンクリート壁のワイヤーソー切断のためのコア抜き作業を完了(68本) 。現在は、コア抜き箇所を利用して乾式ワイヤーソー
にてコンクリート壁の切断作業を継続するとともに、順次、切断したコンクリートブロック（奥行約4m）を引き抜く作業を実施。

乾式ワイヤーソーによる
コンクリート切断作業

乾式ワイヤーソー切断後の
コンクリートブロック引抜き作業

作業前（タービン建屋側）

コンクリートブロック引抜きのためのコロ
引き架台等の配置

貫通口施工箇所
(W3m×H4m)

9【2020年度の廃止措置作業状況】



「ふげん」廃止措置工程表（2020年度）（１/2）
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□：計画 ■：実績

1．年間廃止措置作業

（１）主要設備の解体撤去工事

①原子炉建屋内の機器等の解体撤去

・原子炉建屋内機器等の解体撤去作業（Ａループ側）

　　　　　(2019年度～)

・廃棄物搬出ルート確保作業(R/B - T/B)

・原子炉建屋内機器等の解体撤去作業（Ｂループ側）

　　　　　(～2022年度)

②タービン建屋内の機器等の解体撤去

・原子炉給水ポンプ室内機器の解体撤去作業

・亜鉛注入設備解体撤去

③屋外の機器等の解体　（※実施の有無を含め検討する）

・屋内給湯設備の膨張タンク解体撤去

現場調査・確認、リスク調査等

解体撤去（準備、後片付け作業含む）

現場調査・確認、解体範囲検討、リスク調査等

解体撤去（後片付け作業含む）

解体撤去（準備、後片付け作業含む）

現場調査・確認、解体範囲検討、リスク調査等

解体撤去（準備、後片付け作業含む）

現場調査・確認、解体範囲検討、リスク調査等

開口・補強、シャッター設置等

解体撤去

作業項目
計画・実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

開口作業完了▽

2020年度分解体完了▽

解体完了▽

解体完了▽

解体完了▽

解体完了▽



「ふげん」廃止措置工程表（2020年度）（２/2）

□：計画 ■：実績
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（２）新型転換炉原型炉施設を用いた研究開発

①レーザー切断技術の実証

・スマデコを活用した原子炉解体モックアップ試験

（３）その他

①汚染状況等の調査

・原子炉構造材からの試料採取技術の実証

（原子炉側部から試料採取）

2．解体撤去物のクリアランスへの取り組み

・クリアランス測定(目標重量：200トン)

・クリアランス確認申請 申請書作成

・国の審査及び現地確認

・搬出エリアに搬出

3．性能維持施設の維持管理

（１）定期事業者検査

試料採取装置の点検及び改良

側部試料採取モックアップ(レーザ穿孔含む)

側部試料採取（準備、レーザ穿孔含む）

第2回申請書作成 第3回申請書作成 第4回申請書作成

国の審査 国の審査

モニタ点検

クリアランス測定（測定後、確認待ちエリアに運搬）クリアランス測定（測定後、確認待ちエリアに運搬）

原子炉解体モックアップ試験（試験結果の評価等含む）

作業項目
計画・実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

切断治具等の製作及び資機材準備

▽確認申請

搬出待ちエリアに運搬

▽確認証受領

▽確認申請

▽確認証受領

搬出待ちエリアに運搬


	新型転換炉原型炉ふげん�廃止措置の状況
	スライド番号 2
	「ふげん」の廃止措置の全体概要及び実施状況　
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	「ふげん」廃止措置工程表（2020年度）（１/2）
	「ふげん」廃止措置工程表（2020年度）（２/2）
	参考資料
	スライド番号 14

